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の
も
の

A 

著

書

護
郁
タ
ル
火
夫
ヨ

第
一
詩
集
（
編
〉
大
岡
山
書
店
昭
和
二
年

世
界
文
豪
読
本

ボ
オ
ド
レ
エ
ル
篇
〈
編
）
第
一
書
房
昭
和
十
三
年

フ
ラ
ン
ス
文
学
素
描

青
光
社
昭
和
十
五
年

戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
文
学

世
界
社
昭
和
二
十
三
年

ボ
オ
ド
レ
エ
ル

新
潮
社
昭
和
二
十
三
年

ボ
オ
ド
レ
エ
ル
覚
書

講
談
社
昭
和
二
十
四
年

二
十
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
文
学

北
降
館
昭
和
二
十
五
年

知
性
の
文
学

河
出
書
房
昭
和
三
十
一
年

セ
l

ヌ
河
畔
の
み
ぎ
ひ
だ
り

章
文
社
昭
和
三
十
三
年

ボ
ー
ド
レ
l

ル
芸
術
論
の
形
成
主
位
論
文
〉
昭
和
三
十
六
年
（
未
刊
）

B 

翻

訳

書

コ
ク
ト
オ

芸
術
論

厚
生
閣
昭
和
五
年

（
昭
和
二
十
七
年
人
文
書
院
刊
〉

コ
オ
ト
オ

雄
鶏
と
ア
ル
ル
カ
ン

山
本
書
店
開
和
十
一
年

シ
ャ
ル
ド
ン
ヌ

と
し
て
刊
）

結
婚

第
一
書
房
一
昭
和
十
一
年
（
昭
和
二
十
六
年
新
潮
社
文
庫

ア
ン
リ
・
フ
ォ
コ
ニ
エ

馬
来
に
生
き
る

実
業
之
日
本
社
昭
和
十
六
年

ボ
オ
ド
レ
エ
ル

刊
）

悪
の
華

第
一
書
一
民
昭
和
十
六
年
（
昭
和
二
十
一
年
斉
藤
書
店

ボ
オ
ド
レ
エ
ル
素
描
集

昭
森
社
昭
和
十
八
年
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コ
ク
ト
オ

ア
メ
リ
カ
人
へ
の
手
紙

中
央
公
論
社
昭
和
二
十
五
年

サ
ル
ト
ル
自
由
へ
の
道
第
一
巻
｜
三
巻
白
井
治
司
共
訳

院
昭
和
二
十
五
｜
三
十
七
年
（
サ
ル
ト
ル
全
集
一
、
二
、
三
巻
）

人
文
書

ル
ネ
・
ラ
ル
l

現
代
フ
ラ
ン
ス
小
説

白
水
社
昭
和
二
十
七
年

ジ
イ
ド

ロ
ベ
ー
ル

新
潮
社
ア
ン
ド
レ
ジ
イ
ド
全
集
十
六
巻
昭
和
二
十
六
年

ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル

集
ニ
O
）

他
人
の
血

新
潮
社
昭
和
二
十
八
年
（
現
代
世
界
文
学
金

カ
ミ
ユ

不
条
理
と
反
抗
人
文
書
院
昭
和
二
十
八
年
〈
現
代
フ
ラ
ン
ス
名
作
集
）

カ
ミ
ュ
、
サ
ル
ト
ル

社
昭
和
二
十
八
年

革
命
か
反
抗
か
｜
カ
ミ
ュ
・
サ
ル
ト
ル
論
争
新
潮



ジ
イ
ド

サ
ル
ト
ル

五
巻
）

カ
ミ
ユ

放
蕩
息
子
の
帰
宅

ボ

ド
レ

Jレ

反
抗
的
人
間

新
潟
社
昭
和
三
十
年
（
新
潮
文
庫
〉

人
文
書
院
昭
和
三
十
一
年
ハ
サ
ル
ト
ル
全
集
十

白
井
浩
司
共
訳
新
潮
社
昭
和
三
十
二
年

ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル

，
巳
カ
ソ
伊
紀
国
犀
書
店
昭
和
三
十
二
年

ル
ノ
ワ
ー
ル
か
ら

カ
ミ
ユ

転
落

新
柄
社
昭
和
三
十
二
年
ハ
カ
ミ
ユ
著
作
集
一
〉

若
林
真
共
訳
紀
伊
国
屋

G 
書

店ブ
型レ
平 l
四、

~M 

ギ
ト
ン

サ
ル
ド
ル

七
〉

ボ

ド
レ
エ
ノレ

ラ
ン
ペ
ド
ウ
l

サ

山
猫

ユ
ゴ
l

レ
・
ミ
ゼ
ラ
プ
ル

文
学
金
集
六
、
七
、
八
〉

カ
ミ
ユ
、
サ
ル
ト
ル
他

年
（
世
界
教
養
全
集
二
十
四
巻
）

ジ
イ
ド

ア
ラ
ゴ
ン

女
の
学
校

ボ
ー
ド
レ

i

ル
詩
集

パ
リ
の
神
話

小
説
の
時
代

人
文
書
院
昭
和
三
十
五
年
（
サ
ル
ト
ル
著
作
集

河
出
書
房
昭
和
三
十
六
年

－
－

E

・
E

－
新
潮
社
昭
和
三
十
七
年
（
世
界

フ
ラ
ン
ス
実
存
主
義

平
凡
社
昭
和
三
十
七

中
央
公
論
社
昭
和
三
十
八
年

河
出
書
房
昭
和
三
十
八
年

白
鳳
社
昭
和
四
十
一
年

c 

書
物
の
一
部

開
。
ロ
冨
開ω
ロ
ロ
の
同
開
円
、

年
十
二
月
所
収

護
郁
タ
ル
火
夫
ヨ

第
一
詩
集

昭
和
一

ジ
イ
ド
ア
ン
ジ
ェ
ル
へ
の
手
紙
他

星
堂
昭
和
九
年
所
収

高
橋
広
江
共
訳
「
プ
レ
テ
ク
ス
ト
」
金

知
ら
れ
ざ
る
詩
人
筑
摩
書
一
一
ポ
オ
ル
・
グ
ァ
レ
リ
イ
全
集
九
巻

－
一
八
八
頁
昭
和
十
八
年
一
月
所
収

作
家
鎗

一
五
三

ロ
オ
ト
レ
ア
モ
ン
筑
摩
書
房
ポ
オ
ル
・
グ
ァ
レ
リ
イ
全
集
十
巻

七
ー
ニ
八
O
頁
昭
和
十
八
年
六
月
所
収

作
家
論
I

七
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ア
ル
ベ
ェ
ル
・
カ
ミ
ュ
と
カ
リ
ギ
ュ
ラ
鈴
木
カ
衛
共
編

演
劇
I

ニ
O
九
l

二
二
五
頁
昭
和
二
十
四
年
一
月
所
収

現
代
フ
ラ
ン
ス

ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
l

筑
摩
書
房
ポ
オ
ル
・
グ
ァ
レ
リ
イ
全
集
十
一
巻

E

一
四
三l

一
五
八
頁
昭
和
二
十
五
年
七
月
所
収

作
家
論

霊
的
讃
歌
筑
摩
書
房
ポ
オ
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
イ
全
集
十
巻
作
家
論

I

四
十
九
｜
七
十
七

頁
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
所
収

現
代
フ
ラ
ン
ス
詩
壇

月
所
収

宝
文
館
現
代
詩
十
講
十
七
｜
三
十
四
頁
昭
和
二
十
六
年
三

花
に
つ
い
て
詩
人
の
語
り
し
こ
と

－
二
二
ニ
頁
昭
和
二
十
七
年
七
月
所
収

人
文
書
院
ラ
ン
ポ
｜
全
集
一
巻

ニ
O
五

十
九
世
紀
の
作
家
の
文
章

河
出
書
房
文
章
講
座
六
巻
外
国
作
家
別
鑑
賞
二
六



六
1

二
七
七
頁
昭
和
三
十
年
二
月
所
収

青
年
に
あ
た
え
る
｜
「
物
は
考
え
よ
う
」
｜
社
会
思
想
研
究
会
編
青
年
と
自
信

同
出
版
部
昭
和
三
十
年
三
月
七
十
九
l

一O
三
頁
所
収

「
フ
ラ
ン
ス
文
学
そ
の
他
」
と
い
う
名
の
雑
誌
三
固
に
ひ
ら
め
く
三
色

旗
六
十
五

l

七
十
五
頁
奥
野
信
太
郎
編
鱒
書
房
昭
和
三

O
年
三
月
所
収

ピ
エ
l

ル
・
ガ
ス
カ
ー
ル
に
つ
い
て
お
よ
び
「
け
も
の
た
ち
」
、

「
ガ
ス
ト
ン
」
、
「
猫
」
（
訳
）
ガ
ス
カ
ー
ル
短
篇
集
け
も
の
た
ち
・
死
者
の
時

岩
波
書
店
昭
和
三
十
年
十
二
月
所
収

序
文
お
よ
び
コ
ク
ト
l

、
シ
ャ
ル
ド
ン
ヌ

巻
現
代
フ
ラ
ン
ス
篇
昭
和
三
十
一
年
二
月
所
収

講
談
社
現
代
世
界
文
学
講
座
六

実
存
主
義
と
文
学

三
月
所
収

河
出
書
房
現
代
哲
学
講
座
六
巻

文
学
と
哲
学

昭
和
三
十
一
年

ボ
ー
ド
レ
l

ル
と
青
年
作
家

三
年
十
一
月
所
収

文
学

昭
和
三
十

慶
応
義
塾
百
年
記
念
論
文
集

ボ
i

ド
レ
l

ル
ラ
・
フ
ァ
ン
フ
ァ
ル
ロ
（
訳
）
筑
摩
書
房
世
界
文
学
大
系

三
十
三
巻
三
七
ニ
｜
三
八
八
頁
昭
和
三
十
四
年
七
月
所
収

カ
l

ズ
・
ダ
ル
モ
ン
（
訳
〉
紀
伊
国
屋
ア
ポ
リ
ネ
l

ル
全
集
六
三
五
｜
六
七
二
頁

昭
和
三
十
四
年
十
一
月
所
収

平
凡
社
世
界

毒物
実の
啓味
手方

ブ
ル
ト
ン
・
ス
！
ポ
l

磁
場
（
抄
）
、
ポ
ン
ジ
ユ

（
抄
）
、
ゴ
ル
土
地
な
し
ジ
ャ
ン
（
抄
）

ン
ス

N

昭
和
三
十
四
年
十
一
月
所
収

フ
ラ
ン
ス
詩
史
工
平
凡
社
世
界
名
詩
集
大
成
フ
ラ
ン
ス

I

昭
和
三
十
五
年
六
月
所
収

四
二
三
｜
四
三
O
頁

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト

i

マ
ル
セ
l

ユ
の
幻
影
ハ
釈
〉
集
英
社
世
界
短
篇
文
学

全
集
七
巻
フ
ラ
ン
ス
文
学
二
十
世
紀
一
六
ニ
｜
一
六
九
頁
昭
和
三
十
七
年
十
月
所
収

ボ
ー
ド
レ
l

ル
ラ
・
フ
ァ
ン
フ
ァ
ル
ロ
（
釈
）
集
英
社
世
界
短
篇
文
学
会

集
六
巻
フ
ラ
ン
ス
文
学
十
九
世
紀
一
七
八
｜
ニO
三
頁
昭
和
三
十
八
年
一
月
所
収

サ
ル
ト
ル
奇
妙
な
友
情
（
訳
〉
筑
摩
書
房
世
界
文
学
大
系
八
十
八
巻
五

l

九
十

一
頁
昭
和
三
十
八
年
四
月
所
収

サ
ル
ト
ル
ハ
解
説
）
筑
摩
書
房
世
界
文
学
大
系
八
十
八
巻

十
八
年
四
月
所
収

昭
和
三

六
六
1
2
一
七
七
頁

サ
ル
ト
ル
ア
メ
リ
カ
の
個
人
主
義
と
画
一
主
義
ほ
か

サ
ル
ト
ル
全
集
十
巻
昭
和
三
十
九
年
九
月
所
収

FO 
R
d
 
qo 

人
文
書
院

ラ
シ
l

ヌ
に
つ
い
て

所
収

人
文
書
院
ラ
シ
1

ヌ
戯
曲
全
集
上
巻
昭
和
三
十
九
年
十
一
月

久
保
田
さ
ん
と
オ
ス
ロ
久
保
田
万
太
郎
回
想

等
編
中
央
公
論
社
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
所
収

一
八
五i

一
八
七
頁
池
田
弥
三
郎

ア
タ
リ
l

（
訳
〉
人
文
書
院
ラ
シl
ヌ
戯
曲
全
集
下
巻
三
O
五
｜
三
六
七
頁
昭
和
四
十

年
一
月
所
収

カ
ミ
ュ

平
凡
社
世
界
大
百
科
事
典
五
巻
二
十
九
頁
昭
和
四
十
年
四
月
所
収

コ
ク
ト

i

平
凡
社
世
界
大
百
科
事
典
八
巻
五
八O
｜
八
一
頁
昭
和
四
十
年
九
月
所
収

モ
ラ
リ
ス
ト
の
小
説
家

マ
ニ
l

現
代
フ
ラ
ン
ス
小
説
史
七
十
一
｜
八
十
八
頁



講
談
社
昭
和
四
十
年
九
月
所
収

シ
ャ
ル
ド
ン
ヌ

平
凡
社
世
界
大
百
科
事
典
十
巻
七
O
七
頁
昭
和
四
十
年
十
二
月

サ
ル
ト
ル
奇
妙
な
友
情
き
集
英
社
世
界
文
学
全
集
二
十
五
巻
。
サ
ル
ト
ル
、

ニ
ザ
ン
昭
和
四
十
年
所
収

霊
的
讃
歌
、
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ユ
ゴ
l

（
訳
）
鈴
木
信
太
郎
、
佐
藤
正
彰
編
ヴ

ァ
レ
リ
ー
グ
ァ
リ
エ
テ

I

人
文
書
院
昭
和
四
十
一
年
三
月
所
収

サ
ン
・
ド
ニ
講
演
、
わ
が
劇
場
長
〉
鈴
木
信
太
郎
、
佐
藤
正
彰
編
ヴ
ァ
レ
リ

ー
ヴ
ァ
リ
エ
テ

E

人
文
書
院
昭
和
四
十
一
年
三
月
所
収

カ
ミ
ュ
、
ゴ
ル
、
シ
ャ
ル
ド
ン
ヌ
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
の
各
項

新
潮
社
世
界
文
学
小
辞
典
昭
和
四
十
一
年
五
月
所
収

芥
川
竜
之
介
『
或
る
阿
呆
の
一
生
』

一
年
十
月
所
収

に
つ
い
て

旺
文
社
文
庫
昭
和
四

D 

新
聞
・
雑
誌
等
発
表
の
も
の

1

〈
文
学
・
評
論
・
翻
訳
等
〉

ジ
ァ
ン
・
コ
ク
ト
オ

『
文
芸
耽
美
』
昭
和
二
年

シ
ァ
ル
ル
・
ボ
l

ド
レ
エ
ル
巴
ω

ロ
品
可
〈
訳
）
『
仏
関
西
文
学
其
他
』
一
巻
一
号

昭
和
三
年
一
月
十
一
l

十
三
頁

ギ
イ
ヨ
オ
ム
・
ア
ポ
リ
、
不
エ
ル
「
聖
ア
ド
ラ
タ
」
〈
訳
〉
『
仏
蘭
西
文
学
其 他

』
一
巻
二
号
昭
和
三
年
二
月
二
十
八
｜
三
十
頁

ジ
ァ
ン
・
コ
ク
ト
オ
詩
抄
員
二
仏
関
西
文
学
其
他
』
一
巻
三
号
昭
和
三
年
三
月

一O
！
十
一
頁

ジ
ァ
ン
・
コ
ク
ト
オ
「
眠
れ
ぬ
夜
」
（
訳
〉
『
仏
穂
西
文
学
其
他
』
一
巻
五
号

昭
和
三
年
五
月
十
二
頁

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
ウ
ポ
オ
「
着
色
写
真
」
（
鳥
巣
公
訳
）
『
仏
関
西
文
学
其
他
』

一
巻
五
号
昭
和
三
年
五
月
二
十
二
l

二
十
七
頁

ジ
ァ
ン
・
コ
ク
ト
オ
「
職
業
上
の
秘
法
」
〈
訳
）
『
仏
関
西
文
学
其
他
』
一
巻

六
号
昭
和
三
年
六
月
一
頁

イ
ヴ
ン
・
ゴ
ル
「
無
線
電
話
機
」
（
鳥
巣
公
号
『
仏
蘭
西
文
学
其
他
』
一
巻
六
号

昭
和
三
年
六
月
二
十
四
頁
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レ
エ
モ
ン
・
ラ
デ
ィ
ゲ
「
花
を
売
る
少
女
」
（
鳥
巣
公
訳
）
『
仏
関
西
文
学
其

他
』
一
巻
六
号
昭
和
三
年
六
月
二
十
四
頁

音
楽
欄
エ
リ
ッ
ク
・
サ
テ
ィ
ハ
鳥
巣
公
）
『
仏
関
西
文
学
其
他
』
一
巻
六
号
昭

和
三
年
六
月
三
十
七
頁

ギ
イ
ヨ
ム
・
ア
ポ
リ
ネ

l

ル
男
女
倶
楽
部
の
奇
遇
〈
鳥
巣
公
訳
）
『
仏

関
西
文
学
其
他
』
一
巻
七
号
昭
和
三
年
七
月
二
十
六
！
二
十
七
頁

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ
「
コ
ン
ト
」
（
訳
〉
仏
蘭
西
文
学
其
他
』
一
巻
八
号
昭
和

三
年
八
月
十
三
頁

ア
ル
テ
ュ
ウ
ル
・
ラ
ン
ボ
オ
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ
（
訳
）
『
仏
蘭
西
文

学
其
他
』
一
巻
八
号
昭
和
三
年
八
月
十
三
頁



マ
ル
ク
・
シ
ァ
ガ
ル
（
鳥
巣
公
）
『
仏
蘭
西
文
学
其
他
』
一
巻
八
号
昭
和
三
年
八
月

四
十
五
頁

レ
エ
モ
ン
・
ラ
デ
ィ
ゲ
「
大
詩
人
に
与
へ
る
助
言
」
（
訳
）
『
仏
蘭
西
文

学
其
他
』
一
巻
九
号
昭
和
三
年
九
月
一
頁

ロ
ベ
ル
・
ド
・
モ
ン
テ
ス
キ
ウ
「
骨
董
商
の
祈
祷
」
ハ
鳥
巣
公
訳
）
『
仏

蘭
西
文
学
其
他
』
一
巻
九
号
昭
和
三
年
九
月
九
頁

フ
ェ
ル
ナ
ン
・
レ
ジ
ェ
（
鳥
巣
公
）
『
仏
蘭
西
文
学
其
他
『
一
巻
九
号
昭
和
三
年
九

月
三
十
七
頁

プ
レ
エ
ズ
・
サ
ン
ド
ラ
ル
「
象
狩
り
」
（
鳥
巣
公
訳
）

一
巻
十
号
昭
和
三
年
十
月
六
｜
七
頁

『
仏
関
西
文
学
其
他
』

ス
ト
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
イ
の
「
ア
ポ
ロ
ン
」
ハ
鳥
巣
公
明
訳
〉
『
仏
蘭
西
文
学
其
他
』

一
巻
十
号
昭
和
三
年
十
月
三
十
七
頁

ア
ル
テ
ュ
ウ
ル
・
ラ
ン
ボ
オ
「
ゅ
う
ぐ
れ
の
演
説
」
（
訳
〉
『
仏
関
西
文

学
其
他
』
一
巻
十
一
号
昭
和
三
年
十
一
月
五
頁

ア
リ
イ
・
ロ
オ
ラ
ン
サ
ン
「
動
物
詩
集
」
（
鳥
巣
公
訳
）
『
仏
蘭
西
文
学
其
他
』

一
巻
十
一
号
昭
和
三
年
十
一
月
十
六
頁

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ス
ウ
ポ
オ
「
或
る
黒
人
の
話
」
（
鳥
巣
公
訳
）
『
仏
関
西
文

学
其
他
』
一
巻
十
一
号
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
一
！
二
十
三
頁

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト

l

『
詩
と
持
論
』
ニ
騎
昭
和
三
年
十
二
月

ア
ン
ド
レ
・
プ
ル
ト
ン
〈
Z
〉
ロ
ペ
〉
V
（
鳥
巣
公
訳
〉
『
仏
蘭
西
文
学
其
他
』
一

巻
十
二
号
昭
和
三
年
十
二
月
一
頁

一1
一
一
一
十
一
頁

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ
の
デ
ッ
サ
ン
集
（
鳥
巣
公
〉

十
二
号
昭
和
三
年
十
二
月
一

0
1
十
一
頁

『
仏
蘭
西
文
営
主
他
』
一
巻

ア
ル
テ
ュ
ウ
ル
・
ラ
ン
ボ
オ
「
災
禍
」
（
訳
）

二
号
昭
和
三
年
十
二
月
十
六
｜
十
七
頁

『
仏
関
西
文
学
其
他
』
一
巻
十

ω
ロ
ゅ
の
品
。tG
g
g
コ
ク
ト
オ
と
ス
ウ
ポ
オ

二
巻
一
号
昭
和
四
年
一
月
二

O
l
二
十
一
頁

（
鳥
巣
公
〉
『
仏
関
西
文
学
其
他
』

イ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ル
「
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
停
車
場
」
（
鳥
巣
公
訳
）
『
仏
蘭
西
文

学
其
他
』
ニ
巻
二
号
昭
和
四
年
二
月
八
｜
九
頁

あ
る
ア
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

十
七
頁

『
仏
関
西
文
学
其
他
』
二
巻
三
号
昭
和
四
年
三
月

ア
ン
ド
レ
・
プ
ル
ト
ン
ロ

k
r
u
k
r二
つ
の
宣
言
書
（
訳
）
『
詩
と
詩
論
』

三
輯
昭
和
四
年
三
月
五
十
三
｜
五
十
五
頁
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ア
ン
ド
レ
・
プ
ル
ト
ン
「
新
し
き
精
神
」
入
訳
〉
『
仏
蘭
西
文
学
兵
他
』
二
巻

三
号
昭
和
四
年
三
月
二
十
四
頁

ウ
ジ
エ
ヌ
・
ア
ト
ジ
エ
等
司
問
。
吋
O
の
同
K戸
市
出
回w

西
文
学
其
他
』
二
巻
五
号
昭
和
四
年
五
月
十
八
！
十
九
頁

（
鳥
巣
公
訳
）
『
仏
関

ノ
オ
ト

『
椎
の
木
』
昭
和
四
年
五
月
九
頁

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ

O
旬
開
閉
〉
抄
（
訳
〉
『
詩
神
』
昭
和
四
年
五
月

l

－

O
二
頁

一O
O

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ
の
詩

『
詩
神
』
昭
和
四
年
六
月
三
十
六
｜
三
十
八
頁

ギ
イ
ヨ
ム
・
ア
ポ
リ
ネ
エ
ル

『
詩
と
持
論
』
四
瞬
昭
和
四
年
六
月

一
九
一



ー
一
九
四
頁

シ
モ
ヌ
・
ラ
テ
ル
「
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ
と
語
る
」
（
訳
〉
『
詩
と
詩
論
』

四
属
昭
和
四
年
六
月
一
九
六
｜
一
九
八
頁

ア
ン
ド
レ
・
モ
オ
ロ
ア
「
今
日
の
文
学
と
若
い
人
達
」
（
鳥
巣
公
号

『
仏
関
西
文
営
業
他
』
二
巻
七
号
昭
和
四
年
七
月
一
頁

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ
「
職
業
の
秘
密
」
ハ
釈
）

年
九
月
五
十
五
l

六
十
五
頁

『
詩
と
詩
論
』
五
精
昭
和
田

ア
ン
ド
レ
・
プ
ル
ト
ン
「
ナ
ジ
ア
」
（
訳
）
『
文
学
』
一
号
昭
和
四
年
十
月

七
十
四
｜
八
十
三
頁

ア
ン
ド
レ
・
サ
ル
モ
ン
の
詩
（
訳
）
『
詩
神
』
昭
和
四
年
十
月
七
十
頁

フ
ジ
タ
嗣
治
（
海
外
消
息
『
文
学
』
二
号
昭
和
四
年
十
一
月
九
十
六

l

一O
五
頁

ピ
ケ
イ
と
コ
ク
ト
オ

2
2

〉
『
仏
関
西
文
学
其
他
三
一
巻
十
号
昭
和
四
年
士
一
月

二
十
先
頁

ジ
ョ
ゼ
フ
・
ケ
ッ
セ
ル
「
ジ
ァ
ン
・
コ
ク
ト
オ
の
八
恐
ろ
し
い
子

供
V
2
0聞
き
『
仏
蘭
西
文
学
其
他
』
二
巻
十
号
昭
和
四
年
士
一
月
三
十
七
頁

ア
ン
ド
レ
・
プ
ル
ト
ン
、
ポ
オ
ル
・
エ
リ
ュ
ア
ル
「
ポ
エ
ジ
イ
に

関
す
る
ノ
オ
ト
」
（
訳
）
『
詩
と
詩
論
』
七
精
昭
和
五
年
三
月
六
十
｜
七
十
頁

ロ
ジ
ェ
・
ヴ
ァ
イ
ヤ
ン
「
ア
ル
チ
ュ
ウ
ル
・
ラ
ン
ボ
オ
ー
ー
ま
た

は
人
聞
に
対
す
る
戦
争
」
ハ
号
『
詩
と
霊
嗣
』
七
輯
昭
和
五
年
三
月
一
五

七
｜
一
六
三
頁

ジ
ョ
ゼ
フ
・
デ
ル
テ
ィ
エ
「
未
来
の
問
。
回
開
の
た
め
の
詩
l
i

マ
ダ
ム
・
ソ
ニ
ア
・
ド
ウ
ロ
オ
ネ
に
」
ハ
釈
）
『
詩
神
』
昭
和
五
年
四
月

七
十
八
｜
八
十
一
頁

イ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ル
「
詩
の
世
界
地
図
現
代
詩
の
世
界
的
ア
ン
ト

ロ
ジ
イ
八
五
大
陸
V
の
序
文
」
憲
君
』
昭
和
五
年
五
月
一
一
一
O
頁

今
日
の
ア
メ
リ
カ
文
学
〈
鳥
巣
会
話
と
震
嗣
』
八
輯
昭
和
五
年
六
月
一
九
三

ー
二
一
O
頁

人
間
の
芦
コ
ク
ト
オ
の
新
し
い
ポ
エ
ジ
ィ
・
ド
・
テ
ア
ト
ル

『
詩
神
』
昭
和
五
年
六
月
一
四
一
一
ー
一
四
六
頁

ポ
オ
ル
・
シ
ョ
ヴ
ォ
オ
「
山
師
ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ
」
ハ
釈
〉

持
論
』
九
騎
昭
和
五
年
十
月
一
五
六
｜
一
六
一
頁

『
詩
と
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十
番
目
の
ミ
ユ
ウ
ズ

F
・
0
由
旬
ユ
仲
田oa
d
3
0白
白
色
－m
w
n・
】
戸
由
ω。
・

ア
ア
チ
ボ
ル
ト
・
マ
ク
リ
ッ
シ
ュ
「
あ
る
男
の
シ
ネ
マ
ハ
リ
イ
・

ク
ロ
ス
ピ
イ
を
憶
ふ
」
ハ
釈
〉
『
持
神
』
昭
和
五
年
士
一
月
二
十
四

l
二
十
六
頁

ヴ
ァ
レ
リ
イ
と
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ト

一
四
九l

一
五
五
頁

『
詩
と
詩
論
』
十
騎
昭
和
六
年
一
月

レ
イ
モ
ン
・
ラ
デ
ィ
ゲ
「
大
詩
人
に
与
へ
る
忠
止
己
（
訳
）
『
今
日
の
苦

昭
和
六
年

エ
ス
プ
リ
の
食
欲
F
・
叩
個
一
喝
同
即
時

U
ロ
O
ロ
4
白
血
E
V
向
釦
同
曲
・H申ω
］F・

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
場
合

『
詩
と
持
論
』
十
一
日
鴨
昭
和
六
年
四
月

九



九
ー
ニ
O
五
頁

不
道
徳
な
文
学

「
紀
伊
国
麗
月
報
」
昭
和
六
年
十
二
月

モ
ノ
ロ
オ
グ
・
ア
ン
テ
ュ
ウ
ル

二
十
三
｜
一
二
十
八
頁

『
詩
と
詩
論
』
十
四
騎
昭
和
六
年
十
二
月

一
九
三
二
年
フ
ラ
ン
ス
文
芸
雑
誌
の
展
望

二
十
四
｜
二
十
八
頁

『
セ
ル
パ
ン
』
昭
和
七
年
四
月

海
外
文
壇
消
息
l
l

フ
ラ
ン
ス
｜
｜

ー
七
一
頁

『
三
国
文
学
』
昭
和
七
年
八
月
七
十

海
外
文
壇
消
息
l
l

フ
ラ
ン
ス
｜
｜

三
七
頁

『
三
国
文
学
』
昭
和
七
年
十
一
月

芸
術
と
ス
コ
ラ
哲
学

『
リ
ベ
ル
テ
』
三
号
昭
和
八
年
一
月
二
十
三
｜
二
十
七
頁

パ
リ
ュ
ウ
ド
を
再
読
し
て

ー
九
十
五
頁

『
一
二
回
文
学
』
八
巻
一
号
昭
和
八
年
一
月
九
十
一

マ
リ
タ
ン
の
芸
術
論

『
リ
ペ
ル
テ
』
四
号
昭
和
八
年
二
月
五
｜
十
三
頁

青
年
小
説

『
今
日
の
文
学
』
昭
和
八
年
三
月
十
五
｜
十
八
頁

文
学

『
作
品
』
六
揖
昭
和
八
年
六
月

一O
一
ー
一O
ニ
頁

蒸
返
さ
れ
た
ヴ
ェ
ル
レ
エ
ヌ
の
恋
愛
事
件
『
尺
堕
六
号
昭
和
八
年
六
月

素
人
の
小
説

『
あ
ら
く
れ
』
昭
和
八
年
六
月
五
日
十
一
一
｜
十
四
頁

赤
と
黒

『
作
ロ
巴
昭
和
八
年
十
月
九
十
八l

一O
O
頁

。
・
司
・
同
－P冨
O
N

つ
も
ぐ
ら
捕
り
の
道
」
ハ
号
『
行
動
』
昭
和
八
年
十
一
月

七
十
六
｜
八
十
二
頁

人
類
と
歴
史

『
三
国
文
学
』
八
巻
十
一
号
昭
和
八
年
十
一
月
一
三
プ
i

一
三
四
頁

新
カ
ト
リ
ッ
ク
文
学
運
動

『
苑
』
一
輯
昭
和
九
年
一
月
二
十
八
｜
三
十
六
頁

小
説
に
つ
い
て

『
今
日
の
文
学
』
昭
和
九
年
二
月
十
四
l

十
七
頁

ア
ル
テ
ュ
ウ
ル
・
ラ
ン
ボ
オ
の
書
簡
集

『
レ
ツ
ェ
ン
ゾ
』
昭
和
九
年
二
月

ロ
レ
ン
ス
の
手
紙

「
三
回
新
聞
」
三
一
八
号
昭
和
九
年
六
月
八
日

ジ
ア
リ
素
描

『
三
回
文
学
』
十
巻
一
号
昭
和
十
年
一
月一
四
六l

一
五
一
頁

フ
ラ
ン
ス
文
学
の
一
年
間

-359ー

『
中
央
公
論
』
昭
和
十
年
一
月
一
一
一
九
｜
ニ
ニ
九
頁

「
フ
ロ
オ
ベ
ル
の
感
情
教
育
」
出
版
記
念
会

一
四
七
｜
一
四
八
頁

『
作
品
』
昭
和
十
年
十
月

仏
蘭
西
文
学
と
日
本
文
壇
と
の
関
係
（
座
談
会
）

一
月
一
一
o
ー
一
三
三
頁

『
新
潮
』
昭
和
十
年
十

僕
は
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
文
学
を
専
攻
し
た
か

九
十
｜
九
十
一
頁

『
作
品
』
昭
和
十
一
年
四
月

ジ
イ
ド
「
大
戦
日
記
」
『
新
潮
』
昭
和
十
一
年
十
二
月
一
五O
頁

あ
る
言
葉

『
因
果
』
創
刊
号
昭
和
十
一
年
十
二
月
三
十
九
頁

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
昭
和
十
二
年
三
月
六O
｜
六
十
四
頁

外
国
の
俳
句

ド
レ
エ
ム
の
ハ
イ
カ
イ
談
議

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
昭
和
十
二
年
五
月
五
十
六l



ハ
十
一
頁

フ
－
フ
ン
ス

頁

ハ
イ
カ
イ
〈
訳
〉
『
セ
ル
パ
ン
』
昭
和
十
二
年
七
月
五
十
八
｜
五
十
九

ゴ
ン
ク
l

ル
賞
と
フ
ェ
ミ
ナ
賞
（
鳥
巣
公
）

一O
O
｜
一
O
一
頁

『
セ
ル
パ
ン
』
昭
和
十
三
年
一
月

ピ
エ
ル
・
ミ
ル
「
。
フ
ル
ウ
ス
ト
と
ジ
イ
ド
」

三
年
二
月
九
十
ニ
l

一O
五
頁

（
－8

＝
百
文
学
』
昭
和
十

ガ
リ
ニ
エ
の
手
紙
の
訳

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
昭
和
十
三
年
四
月
二
O
九
｜
一
一
一O
頁

「
ア
ジ
ア
通
信
」
オ
・
ぺ
・
ジ
ル
ベ
エ
ル
ハ
関
水
竜
〉

十
三
年
七
月
一
三

O
i
一
三
七
頁

『
セ
ル
パ
ン
』
昭
和

ク
ラ
フ
ト
の
詩
集

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
昭
和
十
三
年
八
月
五
十
七
頁

ジ
ャ
ン
・
プ
レ
ヴ
ォ
「
朝
の
狩
猟
」
（
関
水
竜
〉
『
セ
ル
パ
ン
』
昭
和
十
三
年
十

月
一
二
四
｜
二
三
頁

サ
ル
ト
ル
「
幅
気
」
（
関
水
竜
）
『
セ
ル
パ
ン
』
昭
和
十
三
年
士
一
月

九
頁

二
二
｜
二

ア
ン
リ
・
ト
ロ
ワ
イ
ヤ
「
蜘
妹
」
（
コ
ン
ク
ー
ル
賞
作
品
）
（
関
水
竜
〉
『
セ
ル
パ

ン
』
昭
和
十
四
年
二
月
一
六
四
｜
一
七
三
頁

フ
ラ
ン
ス
文
学
時
評

『
作
口
問
』
昭
和
十
四
年
四
月
十
四
｜
十
五
頁

ベ
ル
ナ
ア
ル
・
パ
ル
ベ
イ
「
朝
ぼ
ら
け
」
ハ
関
水
害
『
セ
ル
パ
ン
』
昭
和
十

周
年
四
月
二
ハ
ニ
ー
一
六
九
頁

ポ
オ
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
対
話

昭
和
十
五
年
一
月
五
十
四
頁

作
曲
せ
ん
が
た
め
の
旧
作
（
訳
〉
『
茶
経
』

カ
テ
ュ
ル
・
マ
ン
デ
ス
「
前
線
へ
戦
死
」
し
た
子
を
尋
ね
て
（
訳
〉

『
婦
人
公
論
』
昭
和
十
五
年
二
月
六
十
四
｜
七
十
五
頁

文
学
通
信
1
1

フ
ラ
ン
ス
｜
｜

「
学
芸
新
聞
」
昭
和
十
五
年
三
月
二
十
五
日

シ
ャ
ル
ル
・
ボ
オ
ド
レ
エ
ル

十
一
年
九
月
三
十
六
｜
四
十
九
頁

「
レ
ス
ボ
ス
」
ハ
訳
〉
『
三
回
文
学
』
昭
和
ニ

ル
イ
・
ア
ラ
ゴ
ン
「
ヴ
ァ
ラ
ン
ス
の
会
合
」
ハ
訳
〉

一
年
十
二
月
二
三
子
l

一
四
四
頁

『
群
像
』
昭
和
二
十

世
界
文
学
ノ
！
ト

二
年
七
月
五
日

七

フ
ラ
ン
ス
文
学
篇

「
世
界
日
報
」
昭
和
二
十
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サ
ル
ト
ル
の
ボ
オ
ド
レ
エ
ル
論

『
群
像
』
昭
和
二
十
二
年
九
月

戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
文
学

『
三
回
文
学
』
昭
和
二
十
三
年
一
月
二
｜
四
頁

コ
ク
ト
オ
の
古
め
か
し
さ

「
東
京
民
報
」
七
八
三
号
昭
和
二
十
三
年
二
月
七
日

実
存
主
義
に
つ
い
て

『
一
ニ
色
旗
』
昭
和
二
十
三
年
三
月
二
十
九
｜
三
十
二
頁

西
欧
文
学
の
魅
力

フ
ラ
ン
ス
篇

「
世
界
日
報
」
昭
和
二
十
三
年
四
月
五
日

世
界
文
化
人
素
描

ア
－
フ
ゴ
ン

「
東
北
大
新
聞
」
昭
和
二
十
三
年
六
月
十
五
日

フ
ラ
ン
ス
文
学
と
英
米
の
小
説
｜
｜
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
と
ケ
ス
ラ

ー
を
中
心
に
1
1

『
新
英
米
文
学
』
昭
和
二
十
三
年
七
月
一
七
三
｜
一
七
五
頁



ボ
オ
ド
レ
エ
ル

十
八
｜
二
十
四
頁

パ
リ
の
詩
人

『
座
右
宝
』
十
七
号
昭
和
二
十
三
年
七
月

ゴ
ピ
ノ
オ
伯
「
ア
デ
ラ
イ
ト
」
（
訳
〉
『
世
界
小
説
』
昭
和
二
十
三
年
八
月
一
丁

十
七
頁

ボ
オ
ド
レ
エ
ル
「
悪
の
華
」
裁
判
事
件

二
十
三
年
九
月
四
十
四
｜
四
十
九
頁

『
好
色
文
営
批
判
』
一
緒
昭
和

戦
後
文
学
に
つ
い
て

『
明
日
』
昭
和
二
十
三
年
十
月
六
十
ニ
｜
六
十
三
頁

ボ
オ
ド
レ
エ
ル
の
晩
年

『
新
小
説
』
昭
和
二
十
三
年
十
月
五
十
七
1

六
十
二
頁

ボ
オ
ド
レ
エ
ル
「
僕
は
愛
す
る
」
（
訳
）

ー
五
十
一
頁

『
詩
学
』
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
五
十

訳
詩
す
感

「
同
色
。
。O
R
2
3

ロ
島
市
ロB
Z
O

毛
田
」
昭
和
二
十
三
年
十
一
月
二
十
五
日

フ
ラ
ン
ス
現
代
作
家

二
十
頁

『
読
書
倶
楽
部
』
四
巻
一
号
昭
和
二
十
四
年
一
月
十
八
l

現
代
フ
ラ
ン
ス
文
学
批
判

「
報
知
新
聞
」
昭
和
二
十
四
年
二
月
十
三
日

誰
の
た
め
に
書
く
か
サ
ル
ト
ル
の
文
学
論

和
二
十
四
年
六
月
十
七
！
二
十
七
頁

『
群
像
』
四
巻
六
号
昭

翻
訳
物
時
代

「
西
日
本
新
聞
」
昭
和
二
十
四
年
九
月
十
三
日

世
界
文
学
通
信
｜
｜
フ
ラ
ン
ス
｜
｜
『
中
央
公
論
』
文
芸
特
集
号
昭
和
二

十
四
年
十
月
一
九
一
ー
一
九
二
頁

現
代
文
学
研
究

ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド

『
フ
ラ
ン
ス
語
教
室
』
昭
和
二
十

四
年
十
二
月
三
十
三
l

三
十
四
頁

サ
ル
ト
ル
の
文
学
的
位
置

「
サ
ル
ト
ル
手
帖
」
ニ
昭
和
二
十
五
年

現
代
詩
と
フ
ラ
ン
ス
の
詩

『
詩
学
』
昭
和
二
十
五
年
一
月
二
十
八
｜
三
十
四
頁

「
ペ
ス
ト
」
の
意
味
｜
｜
カ
ミ
ユ
の
文
学

問
」
昭
和
二
十
五
年
四
月
十
三
日
お
よ
び
十
四
日

上
、
下

「
東
京
日
々
新

善
意
の
文
学
｜
｜
現
代
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
傾
向
｜
｜

和
二
十
五
年
五
月
十
｜
十
三
頁

『
三
色
旗
』
昭

恐
る
べ
き
抽
象
家

「
グ
ァ
レ
リ
イ
全
集
通
信
」
三
号
昭
和
二
十
五
年

ア
メ
リ
カ
論
ー
ー
そ
の
個
人
主
義
と
画
一
主
義
（
訳
）

十
五
年
十
一
月

『
群
像
』
昭
和
二
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ボ
l

ヴ
ォ
ア
l

ル
の
「
他
人
の
血
」

三
三
十
七
頁

『
文
芸
』
昭
和
二
十
五
年
十
一
月
三
十

ジ
イ
ド
を
悼
む

「
産
経
新
聞
」
昭
和
二
十
六
年
二
月
二
十
一
日

最
近
の
フ
ラ
ン
ス
文
学

『
読
書
人
』
昭
和
二
十
六
年
四
月
十
｜
十
一
頁

文
学
に
必
要
な
社
会
性

「
一
二
回
新
聞
」
昭
和
二
十
六
年
四
月
三
十
日

ジ
イ
ド
の
死
（
評
論
）
コ
百
文
学
』
四
十
一
巻
一
号
昭
和
二
十
六
年
五
月
六
｜
十
頁

ボ
オ
ド
レ
エ
ル
へ
の
接
近

五
ー
六
頁

「
河
出
世
界
文
学
全
集
月
報
」
昭
和
二
十
六
年
八
月

昭
応
と
交
感
ハ
評
論
）
＝
百
文
学
』
四
十
一
巻
五
号
昭
和
二
十
六
年
九
月
三
十
八
｜

三
十
九
頁



虚
無
か
ら
行
動
へ
｜
｜
シ
ジ
フ
ォ
ス
的
現
代
人
カ
ミ
ユ

間
」
昭
和
二
十
六
年
十
月
二
日

「
東
大
新

カ
ミ
ユ
の
芝
居

「
慶
応
劇
研
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
昭
和
二
十
六
年
十
一
月

カ
ミ
ユ
を
め
ぐ
っ
て
（
座
談
合
＝
百
文
学
』
四
十
一
治
七
号
昭
和
二
十
六
年
十

一
月
四
十
二
l

五
十
四
頁

不
保
理
の
世
界
カ
ミ
ユ
の
問
題

年
十
一
月
十
四
日
お
よ
び
十
五
日

上
、
下

「
新
大
阪
」
昭
和
二
十
六

戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
文
学

『
日
本
読
書
新
聞
』
昭
和
二
十
七
年
七
月
二
日

独
・
仏
文
学
（
座
談
会
『
中
央
公
論
』
昭
和
二
十
七
年
十
月

一
七
七l

一
九
一
頁

世
界
文
学
（
連
載
）
『
新
型
昭
和
二
十
七
年
十
月
、
二
十
八
年
三
月
、
二
十
八
年
九
月

l

十
一
月
、
二
十
九
年
三
月
｜
十
二
月
な
ど

教
養
と
し
て
の
文
学

『
三
色
旗
』
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
十
三
｜
十
六
頁

近
代
詩
に
お
け
る
象
徴

十
四
頁

『
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
四
十
三
｜
四

カ
ミ
ユ
、
サ
ル
ト
ル
論
争
（
訳
〉
『
新
潮
』
昭
和
二
十
八
年
二
月
六
上
ニ
十
六
頁

フ
ラ
ン
ス
文
学
展
望

『
三
色
旗
』
昭
和
二
十
八
年
五
月
二
十
一
｜
二
十
四
頁

マ
ル
セ
ル
・
ブ
ル
ー
ス
ト
に
つ
い
て

一
八
四
｜
一
八
五
頁

『
婦
人
公
論
』
昭
和
二
十
八
年
七
月

ヘ
ン
リ
l

・
ミ
ラ

l

新
し
き
性
文
学
の
開
拓
者

『
新
潮
』
昭
和
二

十
八
年
十
一
月

二

O
ー
一
一
一
一
頁

小
説
の
描
く
現
代
人

和
二
十
九
年
三
月
二
十
日

新
し
い
ユ
マ
ニ
テ
の
創
造

「
慶
大
新
聞
」
昭

ボ
オ
ド
レ
エ
ル
と
フ
ロ
オ
ベ
ル

年
一
｜
五
頁

「
河
出
世
界
文
学
金
集
月
報
七
」
昭
和
二
十
九

知
識
人
の
勝
利

五
月

ア
ン
リ
・
マ
ル
タ
ン
事
件

『
群
像
』
昭
和
二
十
九
年

サ
ン
・
テ
ッ
ク
ス
の
文
学

十
九
年
五
月
二
十
日
一
｜
一
一
頁

「
三
笠
書
房
現
代
世
界
文
営
全
集
月
報
十
四
」
昭
和
ニ

作
家
・
モ
デ
ル
・
作
中
人
物

『
群
像
』
昭
和
三
十
年
五
月

一
四O
l
一
四
五
頁
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作
品
に
お
け
る
人
間
像

『
三
回
文
学
』
昭
和
三
十
年
八
月
三
l

四
頁

ラ
守
フ
レl
か
＝
り
ジ
イ
ド
ま
で
（
世
界
の
文
豪
）
『
新
刊
ニ
ュ
ー
ス
』
昭
和
三
十
年
十

一
、
十
二
月
合
併
号
四
｜
七
頁

J

・
シ
ュ
ペ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
日
曜
日
の
青
年
（
訳
〉
『
群
像
』
昭
和
三
十
一

年
一
月
（
『
無
限
』
六
号
昭
和
三
十
五
年
十
二
月
三
十
二
｜
四
十
一
頁
に
転
載
）

フ
ラ
ン
ス
の
現
代
作
家
三

新
聞
」
昭
和
三
十
一
年
三
月
二
十
一
日

ピ
エ
l

ル
・
ガ
ス
カ
ー
ル

「
東
京

文
章
を
書
く
乙
と

『
世
界
』
昭
和
三
十
一
年
四
月
二
ハ
一
頁

小
説
と
モ
ラ
ル

『
三
色
旗
』
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
十
ニi
十
五
頁

東
西
サ
ル
ト
ル
騒
ぎ

『
文
芸
春
秋
』
昭
和
三
十
二
年
七
月



亡
命
と
王
国
l
l

ア
ル
ベ
l

ル
・
カ
ミ
ュ
の
近
業

十
二
年
九
月

『
群
像
』
昭
和
三

詩
人
の
眼
ボ

l

ド
レ

l

ル
と
ア
ラ
ゴ
ン

五
十
四
｜
五
十
六
頁

『
季
節
』
昭
和
三
十
三
年
三
月

マ
ル
タ
ン
・
デ
ュ
・
ガ
！
ル
の
死

二
十
七
日

「
東
京
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
三
十
三
年
八
月

リ
ュ
シ
ア
ン
・
ベ
ッ
ケ
ル
の
こ
と

－
五
十
九
頁

『
季
節
』
昭
和
三
十
三
年
九
月
五
十
七

乙
と
し
の
フ
ラ
ン
ス
文
学
賞

「
富
山
新
聞
」
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
十
一
日
な
ど

フ
ラ
ン
ス
の
文
士
の
生
活

『
新
潮
』
昭
和
三
十
四
年
五
月
八
十
一
｜
八
十
五
頁

コ
ク
ト
！
と
ア
ポ
リ
ネ

l

ル

一
月
五
｜
七
頁

「
世
界
名
詩
集
大
成
月
報
＝
こ
昭
和
三
十
四
年
十

フ
ラ
ン
ス
小
説
に
お
け
る
新
し
さ

ー
三
十
五
頁

『
学
鐙
』
昭
和
三
十
五
年
一
月
三
十
ニ

創
作
合
評

奥
野
、
山
本
健
吉

『
群
像
』
昭
和
三
十
五
年
四
月

サ
ン
・
ジ
ョ
ン
・
ペ
ル
ス
（
本
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
）

十
五
年
十
月
二
十
七
日

「
朝
日
新
聞
」
昭
和
三

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

十
月
二
十
七
日

孤
高
の
詩
人
ペ
ル
ス

「
東
京
新
聞
」
昭
和
三
十
五
年

ジ
ュ
ー
ル
・
シ
ュ
ペ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
に
つ
い
て
〈
座
談
会
〉
叫
無
制
限
』
六
号

昭
和
三
十
五
年
十
二
月
五
十
二
｜
六
十
六
頁

フ
ロ
ベ
ー
ル
と
モ
！
パ
ッ
サ
ン

六
年
九
月
一
｜
二
頁

「
河
出
世
界
文
学
金
集
月
報
十
八
」
昭
和
三
十

こ
と
ば
の
ひ
び
き

『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
和
三
十
六
年
九
月
四
｜
五
頁

ジ
ャ
ン
・
コ
！
の
「
神
の
情
け
」
（
本
年
度
の
事
コ
ン
ク
ー
ル
賞
）

昭
和
三
十
六
年
十
一
月
二
十
七
日

「
毎
日
新
聞
」

フ
ラ
ン
ス
の
レ
ア
リ
ス
ム

『
学
鐙
』
昭
和
三
十
七
年
七
月
五
十
二
｜
五
十
五
頁

コ
ノ大ヤ

入と
頁ボ

ド
レ

ノレ

『
み
ず
え
』
昭
和
三
十
七
年
秋
別
冊
三
十
四
八
十
六
｜

「
恵
の
華
」
の
裁
判
事
件

円
。

『
本
の
手
帖
』
昭
和
三
十
七
年
十
二
月

コ
ク
ト

l

の
デ
ッ
サ
ン

『
み
ず
え
』
昭
和
三
十
八
年
一
月
四
十
五
｜
四
十
七
頁

ボ

ド
レ

ノレ

と
コ

ヤ

『
芸
文
研
究
』
昭
和
三
十
八
年
一
月
一
八
四l

一
九
二
頁

青
春
と
文
学

『
三
色
旗
』
昭
和
三
十
八
年
六
、
七
、
九
、
十
、
十
一
月
連
載

サ
ル
ト
ル
の
演
劇

「
大
阪
労
演
関
西
芸
術
公
演
一
七
コ
こ
昭
和
三
十
八
年
九
月
十
日

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト

l

の
す
べ
て

「
図
書
新
聞
」
昭
和
三
十
八
年
十
月
二
十
六
日

西
脇
順
三
郎
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
」

『
本
の
手
帖
』
昭
和
三
十
八
年
十
月

コ
ク
ト

l

の
世
界

「
朝
日
新
聞
」
昭
和
三
十
八
年
十
月
十
三
日

知
ら
れ
ざ
る
詩
人
コ
ク
ト
l

『
本
の
手
帖
』
昭
和
三
十
八
年
十
一
月



ゴ
ン
ク
i

ル
賞
作
家
ラ
ヌ
！
の
こ
と

二
十
五
日

「
毎
日
新
聞
」
昭
和
三
十
八
年
十
一
月

サ
ン
・
ジ
ョ
ン
ペ
ル
ス
を
め
ぐ
っ
て
（
座
談
会
）

十
九
年
二
月
一
四
七
｜
一
六
五
頁

『
無
限
』
十
五
号
昭
和
三

小
説
の
結
末

『
文
学
界
』
昭
和
三
十
九
年
五
月
八
｜
十
瓦

創
作
合
評

阿
部
知
二
、
手
塚
富
雄

『
群
像
』
昭
和
三
十
九
年
七
月

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト

l

の
世
界
（
座
談
会
）
『
無
限
』
十
六
号
閉
和
三
十
九
年
八
月

一
八
六
｜
二O
五
頁

神
秘
の
詩
人
コ
ク
ト
l

一
四
頁

『
無
限
』
十
六
号
昭
和
三
十
九
年
八
月
二

O
六
｜
一

戦
後
の
フ
ラ
ン
ス
詩
を
め
ぐ
っ
て

ニ
O
六
｜
二
二
二
頁

『
無
限
』
十
八
号
昭
和
凹
十
年
五
月

フ
ラ
ン
ス
の
小
雑
誌

『
本
の
手
帖
』
昭
和
四
十
年
九
月
六
一
四
｜
六
二
二
瓦

サ
ル
ト
ル
の
詩
人
論

『
理
想
』
昭
和
四
十
年
十
二
月

フ
ロ

l

ベ
ル
の
新
し
さ

「
フ
ロl
ベ
ル
全
集
月
報
六
」
昭
和
四
十
一
年
五
月

来
日
す
る
サ
ル
ト
ル
、

八
月
二
十
三
日
夕
刊

ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル

「
毎
日
新
聞
」
昭
和
四
十
一
年

「
幅
吐
」
を
読
ん
だ
頃

「
一
二
回
新
聞
」
昭
和
四
十
一
年
九
月
七
日

サ
ル
ト
ル
と
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

四
十
一
年
九
月
十
二
日

「
読
書
人
」
昭
和

散
文
と
詩
の
こ
と
な
ど

「g
ユ
含
h
v手
帖
」
昭
和
四
十
一
年
九
月

頁

サ
ル
ト
ル
文
学
の
行
方

十
八
頁

『
三
田
評
論
』
六
五
三
号
昭
和
四
十
一
年
十
月
十
l

精
力
的
な
サ
ル
ト
ル
氏
と
ボ
l

ヴ
ォ
ア
ー
ル
女
史

和
凹
十
一
年
十
月
八
日
な
ど

「
四
国
新
聞
」
昭

ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の
生
活
と
思
想

『
理
想
』
昭
和
四
十
一
年
十
月

ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
の
肖
像

『
マ
ド
モ
ワ
ゼ
ル
』
昭
和
四
十
一
年
十
一
月

ア
ン
ド
レ
・
ブ
ル
ト
ン

『
本
の
手
帖
』
昭
和
田
十
一
年
十
一
月

ボ
ー
ド
レ
l

ル
の
新
し
さ
（
座
談
会
〉
『
無
限
』
二
十
一
号
昭
和
四
十
一
年
十
二

月
六
十
四
八
十
三
頁
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ボ
ー
ド
レ

l

ル
作
品
の
註
釈
の
試
み
｜
｜
救
い
が
た
い
も
の

限
」
二
十
一
日
守
昭
和
田
十
一
年
十
二
月
一O
一
｜
一O
七
頁

無

2

〈
童
日

評
\/ 

ア
ン
ド
レ
・
プ
ル
ト
ン

滝
口
修
、
造
訳

十
月
二
六
六
頁

超
現
実
主
義
と
絵
画

『
詩
と
詩
論
』
九
輯
昭
和
五
年

モ
ル
ト
ン

本
多
顕
彰
訳

文
学
の
近
代
的
研
究

「
一
ニ
回
新
聞
」
昭
和
八
年
一
月
一
日

西
脇
順
三
郎
詩
集

ア
ン
パ
ル
ヴ
ア
リ
ア

『
椎
の
木
』
昭
和
八
年
十
二
月

形
而
上
学
的
小
説
｜
｜
未
来
の
イ
ヴ

「
一
二
回
新
聞
」
昭
和
十
二
年
十
一
月
ニ



十
八
日

ピ
エ
ー
ル
・
ロ
チ

渡
辺
一
夫
訳

ア
フ
リ
カ
騎
兵

「
一
二
回
新
聞
」
昭
和
十
三
年
八
月
十
五
日

松
原
秀
治

言
語
地
理
学

「
三
回
新
聞
」
昭
和
十
三
年
十
一
月
十
日

成
瀬
正

仏
蘭
西
文
学
研
究

「
三
田
新
聞
」
昭
和
十
四
年
十
一
月
二
十
五
日

リ
ラ
ダ
ン

渡
辺
一
夫
訳

ト
リ
ピ
ュ
ラ
・
ボ
ノ
メ

「
三
田
新
聞
」
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
五
日

んU府
一
酌
－

p
wヌ
・
ジ
ル
ソ
ン
中
世
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
文
芸
復
興

新
聞
」
昭
和
十
五
年
十
月
六
日

「
三
国

ア
ラ
ン

芸
術
論

「
読
売
新
聞
」
昭
和
十
六
年
五
月
二
十
八
日

西
脇
順
三
郎
詩
集

五
l

九
頁

あ
む
ば
る
ぱ
り
あ

『
詩
神
』
昭
和
二
十
三
年
六
月

ゲ
オ
ル
ギ
ウ

河
盛
好
蔵
訳

二
十
五
時

「
読
売
新
聞
」
昭
和
二
十
三
年
七
月
十
二
日

訳
者
の
感
想

「
図
書
新
聞
」
昭
和
二
十
五
年
六
月
七
日

p

・
ユ
ラ
ン

吉
田
健
一
訳

野
蛮
な
遊
び

「
読
売
新
聞
」
昭
和
二
十
六
年
一
月
十
七
日

中
日村
真
郎

現
代
文
学
入
門

「
日
太
読
書
新
聞
」
昭
和
二
十
六
年
四
月
十

ラ
ル
l

現
代
フ
ラ
ン
ス
小
説

二
十
一
日

「
出
版
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
昭
和
二
十
六
年
十
月

J

・
ポ
l

ラ
ン
編

小
場
瀬
卓
三
他
訳

祖
国
は
日
夜
つ
く
ら
れ
る

「
図
書
新
聞
」
昭
和
二
十
六
年

十
一
月
十
二
日

G

・
デ
ュ
ア
メ
ル

渡
辺
一
夫
訳

年
九
月
十
九
日

ジ
イ
ド
の
日
記

十
五
頁

ク
ロ
ー
ド
・
モ
ル
ガ
ン

石
川
湧
訳

九
頁

ラ
デ
ィ
ゲ
全
集

ヘ
ン
リ
l

・
ミ
ラ

l

大
久
保
康
雄
訳

パ
ト
リ
ス
・
ペ
リ
ヨ
の
遍
歴

「
新
潟
日
報
」
昭
和
二
十
七

新
圧
嘉
章
訳

『
早
稲
田
学
報
』
昭
和
二
十
八
年
五
月
二
十
四
｜
一

世
界
の
重
み

『
教
育
』
昭
和
二
十
八
年
五
月
四
十
八l
四

江
口
清
訳

「
読
売
新
聞
」
昭
和
二
十
八
年
九
月
十
四
円
な
ど

北
回
帰
線

「
朝
日
新
聞
」
昭
和
二
十
八
年
九
月
二
十
一
日
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遠
藤
周
作
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
生

十
一
l
i

二
十
二
頁

『
三
田
評
論
』
昭
和
二
十
九
年
一
月
二

山
本
健
吉

ジ
ュ
ウ
ル
・
ロ
マ
ン
の
二
著

一
四
九
頁

山
と
ス

キ

の
本

世
界
詩
人
全
集

H
・
マ
ル
ク
l

ゼ

南
博
訳

七
日

ロ
マ
ン
・
ギ
ャ
リ
イ

伺
回
、
滝
沢
訳

「
図
書
新
聞
」
昭
和
二
十
九
年
五
月
一
日

芭
蕉

『
群
像
』
昭
和
三
十
年
四
月

「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
和
三
十
一
年
一
月
一
日

「
読
売
新
聞
」
昭
和
三
十
一
年
一
月
十
四
日

エ
ロ
ス
的
文
明

「
日
本
経
済
新
聞
」
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
十

自
由
の
大
地

「
東
京
新
聞L
昭
和
三
十
四
年
三
月
九
日



世
界
紀
行
文
学
全
集

年
三
月
九
日

フ
ラ
ン
ス
編
E

「
日
本
経
済
新
聞
」
昭
和
三
十
四

滝
口
修
造
幼
想
画
家
論

十
七
l

六
十
八
頁

『
三
国
文
学
』
昭
和
三
十
四
年
四
、
五
月
合
併
号
六

杉
捷
夫

フ
ラ
ン
ス
だ
よ
り

「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
和
三
十
四
年
七
月
八
日

林
野
四
郎
詩
集

亡
羊
記

「
新
潟
日
報
」
昭
和
三
十
五
年
一
月
二
十
日

白
井
浩
司
小
説
の
変
貌
、
一
γむ
討
－
W
現
代
フ
ラ
ン
ス
文
学
史

「
図
書
新
聞
」
昭
和
三
十
五
年
四
月
二
日
お
よ
び
「
東
京
新
聞
」
昭
和
三
十
五
年
四
月
十
三
日

M
・
ド
・
デ
ィ
エ
ゲ
作
家
と
そ
の
言
語
（
紹
介
〉

和
三
十
六
年
二
月
二
十
七
日

「
日
本
読
書
新
聞
」
昭

「
悪
の
華
」
の
新
版

『
本
の
手
帖
』
昭
和
三
十
六
年
三
月
フ
ラ
ン
ス
特
集
号

河
盛
好
蔵

フ
ラ
ン
ス
文
壇
史

「
東
京
新
聞
」
昭
和
三
十
六
年
五
月
三
日

ナ
タ
リ
l

・
サ
ロ
l

ト

菅
野
昭
正
訳

プ
ラ
、
不
タ
リ
ウ
ム
「
毎
日
新
聞
」
昭
和
三
十
六
年
七
月
九
日

モ
l

リ
ヤ
ッ
ク

村
山
、
山
崎
訳

ー
六
十
二
頁

日
記
1

『
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
昭
和
三
十
六
年
七
月
十
六
日
六
十

ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル

朝
吹
登
水
子
訳

娘
時
代

「
読
書
人
」
昭
和
三
十
六
年
七
月
三
十
一
日

渡
辺
一
夫
、
鈴
木
力
衛
フ
ラ
ン
ス
文
学
案
内
渡
辺
一
夫
へ

そ
曲
が
り
フ
ラ
ン
ス
文
学
、
白
井
浩
司
入
門
フ
ラ
ン
ス
文
学

史
「
東
京
新
聞
」
昭
和
三
十
六
年
士
一
月
士
言
な
ど

「
華
山
」
の
図
録
を
見
て

十
四
1

四
十
五
頁

『
三
国
評
論
』
六
一
二
号
昭
和
三
十
八
年
二
月
四

人
文
書
院
版
ボ
l

ド
レ
l

ル
全
集
刊
行
を
機
に
ハ
紹
介
）

昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
四
日

「
読
書
人
」

ル
ネ
・
ド
ラ
ン
ジ
ュ

山
口
三
夫
訳

八
年
十
月
十
四
日

サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
生
涯

「
読
書
人
」
昭
和
三
十

ガ
ス
カ
ー
ル

菅
野
昭
正
訳

逃
亡
者

「
読
書
人
」
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
二
日

F

・
モ
！
リ
ア
ッ
ク

杉
、
菅
野
訳

内
面
の
記
録

「
読
書
人
」
昭
和
三
十
九
年
八
月
十
七
日

『
実
存
主
義
辞
典
に
つ
い
て

昭
和
三
十
九
年
十
一
月
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ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル

口
H

お
だ
や
か
な
死

「
岐
阜
日
々
」
昭
和
四
十
年
四
月
三
十

R

・
M
・
ア
ル
ペ
レ
ス

新
臣
、
平
岡
訳

現
代
小
説
の
歴
史

「
読
書
人
」
昭
和
四
十
年
八
月
十
六
日

河
盛
好
蔵

文
学
空
談

「
読
書
人
」
昭
和
田
十
年
十
二
月
六
日

p

・
ソ
レ
ル
ス

岩
崎
力
訳

/.'. 
品内

閣

「
読
書
人
」
昭
和
四
十
一
年
五
月
三
十
日

3

〈
随
筆
そ
の
他
〉

近
信
二
つ

『
リ
ベ
ル
テ
』
三
号
昭
和
八
年
一
月

私
信

『
作
品
』
昭
和
十
一
年
三
月

一O
九
｜
二

O
頁



秋
窓
雑
記

「
一
二
回
新
聞
」
昭
和
十
一
年
九
月
二
十
八
月

輿
論
調
査

『
科
学
知
識
』
昭
和
十
四
年
十
二
月
二
ハO
頁

鎌
倉
山
旭
ケ
丘

『
三
回
文
学
』
十
六
巻
八
号
昭
和
十
六
年
八
月
一
一
四l

一
一
五
頁

魔
性
の
声

「
＝
一
回
新
聞
」
昭
和
十
六
年
八
月
十
五
日

め
を
と
池

『
三
国
文
学
』
十
七
巻
八
号
昭
和
十
七
年
八
月

一
二
六l

一
二
七
頁

パ
ン
の
靴
を
は
い
た
子
供

九
頁

『
フ
レ
ン
ド
』
昭
和
二
十
三
年
一
月
三
十
三
｜
三
十

し
ゃ
べ
る
犬

『
風
雪
』
昭
和
二
十
三
年
十
月
五
十
一l
I

五
十
二
頁

勾
い
と
文
学

『
女
性
線
』
昭
和
二
十
四
年
九
月
六
十
八
｜
七
十
二
頁

新
し
い
絵
画
ア
ト
ラ
ン
の
こ
と

ー
三
十
九
頁

『
美
術
手
帖
』
昭
和
二
十
四
年
九
月
三
十
八

書
店
随
想

「
組
合
月
報
」
昭
和
二
十
四
年
十
月
ニ1
四
頁

田
園
交
響
曲
（
映
画
一
号
「
＝
百
新
聞
」
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
一
干
日

円
卓
時
評
｜
｜
フ
ラ
ン
ス
文
化
｜
｜

十
一
日

「
神
港
新
聞
」
昭
和
二
十
五
年
六
月
一

フ
ラ
ン
ス
と
ア
プ
レ
ゲ
ー
ル

『
青
年
評
論
』
昭
和
二
十
五
年
八
月
五
｜
十
一
頁

ア
ト
リ
エ
訪
問

十
四
頁

駒
井
哲
郎

『
美
術
手
帖
』
昭
和
二
十
六
年
四
月
五
十
｜
五

賛
沢
に
つ
い
て

三
十
二
頁

開
成
学
園
文
芸
部
「
暁
光
」
十
五
号
昭
和
二
十
六
年
十
月
三
十

賭
は
な
さ
れ
た
に
つ
い
て

『
映
画
評
論
』
昭
和
二
十
六
年
十
一
月

サ
ル
ト
ル
『
賭
は
な
さ
れ
た
』
1
1

近
作
映
画
二
つ
｜
｜

新
聞
」
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
二
日

「
毎
日

映
画
雑
観

『
三
色
旗
』
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
二
十
四
｜
二
十
六
頁

コ
ク
ト
オ
の
絵
本

『
美
術
手
帖h
五
十
一
号
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
五
｜
九
頁

廿
代
の
ク
レ
l

『
美
術
手
帖
』
五
十
二
号
昭
和
二
十
七
年
一
月
四
十
八l
四
十
九
頁

現
代
青
年
の
肖
像

「
西
日
本
新
聞
」
昭
和
二
十
七
年
九
月
十
五
日
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銅
像
の
キ
モ
ノ

司
三
田
詩
人
』
昭
和
二
十
八
年
一
月

折
口
先
生
の
こ
と

『
三
国
文
学
』
昭
和
二
十
八
年
十
一
月
八
十
｜
八
十
一
頁

文
学
者
と
い
う
学
者

「
毎
日
新
聞
」
昭
和
二
十
九
年
三
月
九
日

教
師
の
ら
く
が
き
日

和
二
十
九
年
五
月
十
四
日

教
師
の
偉
大
さ
と
悲
惨

「
時
事
新
聞
」
昭

あ
な
た
の
心
に
き
ざ
す
暗
い
影
は
な
に
か
？

七
月
七
十
七
｜
七
十
八
頁

ジ
ャ
ン
・
コ
ク
ト
オ
と
音
楽

六
十
一
頁

『
文
芸
』
昭
和
二
十
九
年

『
音
楽
の
友
』
昭
和
二
十
九
年
九
月
五
十
八
｜

大
学
の
文
科

『
群
像
』
昭
和
二
十
九
年
十
月

一
九
八i

一
九
九
頁



詩
歌
の
読
者

『
三
回
文
学
』
昭
和
二
十
九
年
十
月
六
｜
七
頁

書
翰
文
学

『
三
回
文
学
』
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
三
｜
四
頁

昔
話

『
一
二
回
文
学
』
昭
和
三
十
年
一
月
五
｜
六
頁

オ
ブ
ジ
ェ
芸
術

『
三
国
文
学
』
昭
和
三
十
年
五
月
三
頁

一
回
文
学
と
芥
川
賞

『
三
色
旗
』
昭
和
三
十
年
十
月
十
一
l

十
四
頁

装
飾
的
感
想

『
三
国
文
学
』
昭
和
三
十
一
年
一
月
三
｜
四
頁

ミ
キ
サ
ー
文
化

「
三
田
新
聞
」
昭
和
三
十
一
年
一
月
十
日

時
間
を
か
け
る
こ
と

『
群
像
』
昭
和
三
十
一
年
二
月

二
ハ
一
ニ
頁

た
だ
い
ま
十
七
人

「
毎
日
新
聞
」
昭
和
三
十
一
年
二
月
二
十
八
日

戯
曲
と
芝
居

「
産
経
新
聞
」
昭
和
三
十
一
年
三
月
八
日

ミ
ラ
ボ
l

橋

『
草
ぐ
き
』
昭
和
三
十
一
日
ヰ
三
月
四
十
九

1

五
十
頁

某
月
某
日

「
日
本
経
済
新
聞
」
昭
和
三
十
一
年
四
月
十
九
日

パ
リ
の
カ
フ
ェ

『
三
国
文
学
』
昭
和
三
十
二
年
六
月
八
｜
十
頁

翻
訳
劇
の
有
難
さ

『
新
劇
』
昭
和
三
十
二
年
九
月
七
十
七1
七
十
九
頁

コ
ラ
・
ヴ
オ
ー
ケ
ー
ル
の
こ
と

『
シ
ャ
ン
ソ
ン
』
昭
和
三
十
三
年
一
月

ア
ト
リ
エ
訪
問
記
ア
ル
プ
・
ア
ト
ラ
ン
・
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ

『
学
鐙
』
昭
和
三
十
三
年
二
月
三
十1
三
十
二
頁

靴
と
酒
と
ボ
l

ド
レ
l

ル

パ
リ
の
二
月

『
三
回
評
論
』
五
七
六
号
昭
和
三
十
三
年
五
月
二
十
二
｜
二
十
五
頁

『
酒
』
昭
和
三
十
三
年
四
月
二
十l
二
十
一
一
良

旅
行
者
の
印
象

「
日
本
経
済
新
聞
」
昭
和
三
十
三
年
八
月
二
十
三
日

洗
い
ざ
ら
い
読
書

「
毎
日
新
聞
」
昭
和
三
十
三
年
九
月
十
六
日

『
群
像
』
昭
和
三
十
三
年
九
月

文
学
部
の
文
学
教
育

モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
灯
の
周
辺

五
八
頁

『
映
画
の
友
』
昭
和
三
十
三
年
十
月
五
十
四
｜

現
代
塾
員
の
社
会
的
地
位
｜
文
学
界
｜
「
慶
大
新
聞
」
昭
和
三
十
三
年
十
一
月

五
日

マ
ル
ロ
l

の
映
画
「
希
望
」

こ
の
人
を
推
す
4

江
藤
淳

「
婦
人
文
化
新
聞
」
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
二
十
日

「
北
海
道
新
聞
」
昭
和
三
十
四
年
一
月
二
十
三
日

流
行
に
つ
い
て

乙
れ
が
パ
リ
だ

『
一
一
一
回
文
学
』
昭
和
三
十
四
年
一
月
六
｜
七
瓦
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『
市
政
』
昭
和
三
十
五
年
一
月
六
十
四
｜
六
十
八
頁

「
産
経
新
聞
」
昭
和
三
十
五
年
二
月
一
日
夕
刊

政
治
的
事
件
と
フ
ラ
ン
ス
人

ド
ア
の
魅
力

百
二
十
一
人
の
署
名
（
随
筆
）
「
一
一
百
新
聞
」
昭
和
三
十
五
年
一
月
一
日

『
群
像
』
昭
和
三
十
六
年
二
月
二
O
九
頁

式
辞
は
む
ず
か
し
い

英
語
の
教
師
に
の
ぞ
む
乙
と

「
毎
日
新
聞
」
昭
和
三
十
六
年
四
月
十
一
日

「
信
濃
毎
日
新
聞
」
昭
和
三
十
六
年
六
月
十
九
日



文
学
的
記
録
映
画

語
学
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

『
群
像
』
昭
和
三
十
六
年
八
月
一
一
一
一
一
l
a
－
－
一
三
瓦

『
三
色
旗
』
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
十
五
｜
十
八
頁

近
来
の
快
挙
（
福
沢
基
金
設
・

8
2

百
評
論
』
六
O
O
号
昭
和
三
十
六
年
士
一
月
二

十
四
｜
二
十
五
頁

同
級
生
交
歓

コ
ク
ト
！
の
映
画

月
十
九
日

私
と
外
国
語

開
成
の
思
い
出

聞
き
上
手

『
草
く
き
』
昭
和
三
十
七
年
二
月
五
十
三
！
五
十
四
頁

オ
ル
フ
ェ
の
清
書
口
「
東
京
新
聞
」
昭
和
三
十
七
年
五

「
毎
日
新
聞
」
昭
和
三
十
七
年
六
月
十
四
日

「
開
成
会
主
報
」
昭
和
三
十
七
年
十
月
十
九
｜
二
十
頁

フ
ラ
ン
ス
の
家
族

『
P
H
P
』
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
四
十
｜
四
十
一
頁

『
三
国
評
論
』
六
一
一
号
昭
和
三
十
八
年
一
月
十
｜
十
七
頁

西
脇
順
三
郎
先
生
記
念
論
文
集
序
文

昭
和
三
十
八
年
一
月
四
｜
五
頁

宮
d己A、

『
芸
文
研
究
』
十
四
、
十
五
合
併
号

『
港
』
昭
和
三
十
八
年
四
月
十
三
｜
十
五
頁

「
慶
大
文
学
部
自
治
会
々
報
昭
和
三
十
八
年
五
月
二
十
日
号

新
入
生
諸
君
に

文
学
部
改
組
の
方
向

び
十
日

厳
し
さ
こ
そ
慶
応
魂

旅
の
哀
歓

上
、
下

「
神
戸
新
聞
」
昭
和
三
十
八
年
七
月
九
日
お
よ

『
日
本
の
旅
、
世
界
の
旅
』
昭
和
三
十
九
年
三
月
三
十
頁

「
慶
応
義
塾
新
聞
」
昭
和
三
十
九
年
二
月
一
日

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て

「
三
日
新
聞
」
昭
和
三
十
九
年
七
月
一
日

教
師
と
休
暇

『
三
色
旗
』
昭
和
三
十
九
年
八
月

三
国
文
学
の
人
々
ハ
座
談
会
）
＝
百
評
論
』
六
一
三
号
昭
和
三
十
九
年
十
月
三
十

四
ー
四
十
九
頁

人
間
形
式
に
つ
い
て

「
開
成
会
報
」
創
刊
号
昭
和
四
十
年
一
月
十
五
日

大
学
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

『
塾
』
三
巻
一
号
昭
和
四
十
年
一
月

学
問
の
国
際
的
変
流

『
三
回
評
論
』
六
三
五
号
昭
和
田
十
年
二
月
六
｜
七
頁

個
性
あ
る
私
大
の
育
成

八
日

「
日
本
教
育
新
聞
」
二
八
四
八
号
昭
和
四
十
年
三
月
十
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同
姓
の
よ
し
み

「
円
本
経
済
新
聞
」
昭
和
四
十
年
六
月
三
十
日

学
費
値
上
げ
問
題
を
め
ぐ
っ
て

十
年
六
、
七
月
八
｜
五
十
二
頁

（
座
談
会
）
『
一
ニ
臼
評
論
』
六
三
九
号
昭
和
田

こ
の
ご
ろ

「
朝
日
新
聞
」
昭
和
四
十
年
八
月
二
十
六
日

汗
の
記
憶

『
港
』
昭
和
四
十
年
九
月
十
七
｜
十
八
瓦

フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
ク
l

ル
ベ
ま
で
（
座
談
会
西
洋
美
術
史
一
O
）

帖
』
昭
和
四
十
年
十
月
四
十
五
｜
六
十
七
瓦

『
美
術
手

社
会
人
と
国
際
的
教
養

『
政
界
往
来
』
昭
和
四
十
年
十
一
月
六
十
九
｜
七
十
三
良

読
書
法
さ
ま
ざ
ま

『
湖
』
昭
和
田
十
年
十
二
月

二
ハO
｜
一
六
一
瓦

私
立
大
学
の
直
面
す
る
諸
問
題
ハ
座
談
合
『
三
田
評
論
』
六
四
七
号
昭
和
田



十
一
年
三
月
四
十
三
｜
五
十
一
頁

大
学
の
一
般
教
育
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
（
座
談
会
〉
＝
百
霊
嗣
』
六
五

O
号

昭
和
四
十
一
年
六
月
二

0
1
二
十
七
瓦

慶
応
義
塾
の
研
究
教
育
上
の
理
念
ハ
座
談
会
＝
百
雲
師
』
六
五
四
号
昭
和

四
十
一
年
十
一
月
二
十
七
｜
四
十
五
瓦

大
学
の
反
省

『
一
ニ
凹
評
論
』
六
五
六
号
昭
和
四
十
二
年
一
月
二
十
六
｜
三
十
二
頁

西
脇
さ
ん
の
酒

『
酒
』
昭
和
四
十
二
年
一
月
三
十
八
｜
一
二
十
九
頁

追

〈
文
学
・
評
論
・
醗
訳
等
〉

力日

D
の
1

詩
と
人
生

「
慶
応
義
塾
大
学
新
聞
」
昭
和
二
十
八
年
三
月
二
O
日

R
・

M
・
デ
ュ
・
ガ
l

ル
逝
く

「
図
書
新
聞
」
昭
和
三
十
三
年
八
月
三O
日

ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ

l

の
横
顔

「
朝
日
新
聞
」
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
七
日

カ
ミ
ュ
の
死

「
岐
阜
日
々
」
昭
和
三
十
五
年
一
月
八
日

ブ
ル
ー
ス
ト
な
ど
ー
ー
ー
堀
辰
雄
の
西
欧
的
な
も
の

鑑
賞
』
昭
和
三
十
六
年
三
月

『
国
文
学
解
釈
と

「
狂
気
と
天
才
」
の
面
白
さ

『
民
芸
の
仲
間
』
昭
和
三
十
八
年
八
月

A

・
カ
ミ
ュ
作
「
ペ
ス
ト
」
（
名
著
鑑
賞
）

五
日

「
読
売
新
聞
」
昭
和
三
十
八
年
九
月
十

コ
ク
ト
！
の
世
界
「
朝
日
新
国
」
昭
和
三
十
八
年
十
月
十
三
日

「
ナ
ジ
ャ
」
に
お
け
る
驚
異
『
本
の
手
帖
』
昭
和
四
十
年
十
一
月

D
の
2

〈
書
評
〉

サ
ル
ト
ル

白
井
・
平
井
訳

殉
教
と
反
抗

「
読
書
新
聞
」
昭
和
三
十
三
年
八
月
二
十
五
日

S

－
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル

高
橋
徽
訳

十
三
日

現
代
の
反
動
思
想

「
北
海
道
新
聞
」
昭
和
三
十
四
年
五
月

ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル

朝
吹
登
水
子
訳

娘
時
代

「
読
書
人
」
昭
和
三
十
六
年
七
月
三
十
一
日

c

、
書
物
の
一
部

現
代
フ
ラ
ン
ス
文
学
佐
野
輝
夫
編
フ
ラ
ン
ス
文
学
ニ
ニ
了
二
六
五
頁
所
収

毎
日
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
昭
和
三
十
五
年

-370-

近
代
詩
の
流
れ
、
二
十
世
紀
の
散
文
文
学
河
盛
好
蔵
、
平
岡
昇
、
佐
藤

朔
編
フ
ラ
ン
ス
文
学
史
二
五
一

t
e
a
t一
ニO
八
頁
所
収
新
潮
社
昭
和
四
十
二
年
一
月

（
註
）

1

、
外
国
語
の
表
記
は
、
発
表
原
文
の
ま
h

そ
使
用
し
て
い
る
。

例
コ
ク
ト

l

、
コ
ク
ト
オ
。

2

、
「
」
は
発
表
新
聞
名
に
、
『
』
は
発
表
雑
誌
名
に
使
用
し
て
い
る
。

（
丸
山
＝
＝
ロ

t
a
q
a
・

編


